
 

第６回広域行政・合併懇談会結果（概要） 

 

 

 

 

 

◇出 席 者   西尾市長 一色町長 吉良町長 幡豆町長 １市３町の議会議長 

◇オブザーバー  愛知県市町村課 市町村行政・合併支援室の室長補佐 

   

【協議の概要】 

１ 電算システムの統合について…住民サービスが低下しない、窓口業務の混乱を招かな

い安全安心な新市スタートのために、電算システム統合は不可欠であり、この中でも住民情

報を扱う基幹システム（１８項目）の統合は欠かせない業務である。この基幹システム統合には、

約１１億円の費用が必要で、期間は事務事業のすり合わせ完了後、最短で１年間必要である。

これまで、来年３月末までの合併を目指してプロジェクトチームで事務作業を進めてきたが、

合併期日については、平成２２年度中の合併を目指すことにする。 
 

２ 住民説明会について…別表のとおり、１市３町で統一の資料で住民説明会を開催する。 
 

３ 事務事業の一元化調査について…合併協定項目の協議の前提として、１市３町の事務事

業一元化に向けた調査を実施する。 
 

４ 住民意向調査について…住民説明会がすべて終了した後に、１市３町同時に、統一の内

容で住民意向調査を実施する。対象は１８歳以上の住民のうち、各市町で５％に相当する人

を無作為抽出するもので、合計で約７，０００人を予定している。具体な実施時期は、今後協

議する。 
 

５ 新市のグランドデザインについて…新市の将来の夢を大いに盛り込んだグランドデザイ

ンを創るため、県の専門職員や各種団体の幅広い世代を巻き込んだ（仮称）「西尾幡豆のグ

ランドデザインを創る有識者会議」を立ち上げ、数か月の期間をかけて製作していくこととす

る。 

 

【４首長で確認した事項】 

 合併協定項目のうち基本となる４項目について、以下のとおり確認した。 

１ 合併の方式…西尾市への編入方式とする。 

２ 合併の期日…平成２３年３月３１日までの合併を目指す。 

３ 新市の名称…編入する「西尾市」とすることを原則に今後協議する。 

４ 新市の事務所の位置…新市の事務所（本庁）は「西尾市役所」とし、３町の役場は

支所とする。 

平成２１年８月１７日（月）

午後３時～４時３０分 

西尾市役所第２委員会室 
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